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★会場はすべて川西市総合センター  （川西市日高町１-２）   

■主      催　川西市人権啓発サポーター会・人権推進多文化共生課 

■後　　　援   伊丹人権擁護委員協議会川西部会・川西市人権教育協議会　 

■手話・保育ご希望の人は、①は 11 月 4 日　②は 12 月 4 日までに人権推進多文化共生課まで予約を 

【問い合わせ】  川西市人権推進多文化共生課　TEL 072-740-1150

 
 

❶11月11日（水）　午後1時３０分～３時３０分 
　 

「国際人権基準からみた日本の人権状況」 

 

 　講師　藤本　伸樹 さん 

ふ じ も と の ぶ き

ヒューライツ大阪（一般財団法人アジア・太平洋人権情報センター）主任研究員 

 
く講師プロフィール> 

大学卒業後、民間企業勤務(営業職)を経て、フリーライターとして雑誌などに投稿。 
1988年から1994年までフィリピンに滞在した経験を持ち、現地の市民団体と協力しながらODA（政府開発援助）や移住労働の課題に

取り組んだのち、1996年から部落解放・人権研究所を経て、2001年4月からヒューライツ大阪の研究員を務める。また、近畿大学など

の非常勤講師も歴任し、国連の人権基準と、日本国内における外国人やマイノリティの現状を結びつけるテーマにした講演や学習会

、執筆活動を幅広く展開されている。

  

❷12月12日（土） 午後2時３０分～4時３０分　　 
　   

『世界から見た　日本のヒューマンライツ』  

～武器としての国際人権～ 

 

講師  藤田　早苗 さん 

ふ じ た さ な え

（英国・エセックス大学・人権センターフェロー □／写真家）　　　　　 詳しくは⇒裏面を

今年度の人権学校は、メインテーマを『世界から見た 日本のヒューマンライツ（人権）』にしました。 

少しむずかしそうなテーマ・ことばに感じられるかもわかりませんが、まさしく今、私たちが生きているこ

の日本の社会は、世界から見て人権的にはどのようなレベル（状況）なのか。一般的にいわれているように

本当に〝人権後進国〟なのか？！　国際的な各種人権機関などからどんな〝評価〟を受けているのか？  　　

また、知っているようで本当は知らない〝人権〟とは何なのか？　今回のテーマについて、その専門分野

からお 2 人の講師をお招きし、みなさまと共に学び合いたいと思います。

※事前申し込み不要

※定員 40 人

※定員 100 人

『世界から見た 日本のヒューマンライツ』


